
第５学年 水泳運動（「平泳ぎ」を中心とした６時間の小単元とする） 

１ 単元の目標と評価規準 

 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

目
標 

平泳ぎの行い方を理解する

とともに、手や足の動きに

呼吸を合わせ、続けて長く

泳ぐことができる。 

自己の能力に応じた課題の解決の仕

方や記録への挑戦の仕方を工夫する

とともに、自己や仲間の考えたことを

他者に伝えることができるようにす

る。 

水泳運動に積極的に取り組

み、約束を守り助け合って運

動したり、仲間の考えや工夫

を認めたりすることができ

るようにする。 

評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 平泳ぎの行い方について

言ったり書いたりしてい

る。 

② 平泳ぎで、手の動きに合

わせて呼吸し、キックの

後には息を止めてしばら

く伸びて、続けて長く泳

ぐことができる。 

① 自己の課題を見付け、その解決の

仕方を考えるとともに、自己の課

題に合った練習の場や方法を選ん

でいる。 

② 自己の能力に適した記録への挑戦

の仕方を選んでいる。 

③課題の解決のために自己や仲間の

考えたことを他者に伝えている。 

①水泳運動に進んで取り組も

うとしている。 

②約束を守り、仲間と助け合

おうとしている。 

③ 仲間の考えや活動を認め

ようとしている。 

 

２ 単元の指導と評価の計画 ※この前に「安全確保につながる運動」を 5 時間扱っているものとする。 

時間 
１ 

（導入） 

２ 

（習得） 

３ 

（習得） 

４ 

（習得） 

５ 

（習得） 

６ 

（活用） 
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知・技  
①  

（観察、ワーク

シート） 
  

② 
（観察） 

 

思・判・表   
   ① 
（ ワ ー ク シ ー

ト） 

   ③ 
（ワークシー

ト） 
 

   ② 
（ ワ ー ク シ ー

ト） 

態度 
② 

（観察） 
  

③ 

（観察） 
 

   ① 

（観察） 

※７時間目は、「まとめ」として「プール納め」を行う。（学校行事と関連させて２時間続きで扱う等） 

※６年生の前半で「クロールを中心とした６時間の小単元」、後半は「自分に合った泳ぎ方で記録に挑戦する

ことを中心にした５時間の小単元」とする。 

活動Ⅰ 水慣れの運動 

・プールサイドでのバタ足やかえる足 ・バブリング・ボビングジャンプ 

・バディでボビングジャンプ 伏し浮き・け伸び・ラッコ浮き・背浮き 等 

活動Ⅱ 

平泳ぎ 

・続けて長

く泳ぐ 

 

活動Ⅱ 

平泳ぎ 

・行い方の確認 

・キック（カエル足）の練習

を中心に 

活動Ⅱ 

平泳ぎ 

・手の動き

を中心に 

集合、整列、人数確認、挨拶、健康観察、めあての確認、準備運動、シャワー 

・単元のめあ

てや内容の

確認 

・約束の確認 

水慣れの運動 

・バブリング 

・ボビングジ

ャンプ 

・伏し浮き 

・け伸び 等 

平泳ぎ 

・行い方の説

明 

・部分練習 

活動Ⅱ 

平泳ぎ 

・手と足の

コンビネ

ーション

を中心に 

集合、整列、人数確認、振り返り、次時予告、健康観察、整理運動、シャワー 






















